
令和5（2023）年度　　倫理審査承認研究課題

承認番号 区分 所属 申請者 研究課題

2016-01 報告 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 脳損傷者の社会的予後に関するコホート研究

20031 変更 リハビリテーション学科 畑添　涼
発声・認知活動における前頭前野の賦活領域および賦活量の検討

―機能的近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）を用いた検討―

21021 報告 リハビリテーション学科 宮田　浩紀 地域在住高齢者の社会的フレイルに対する複合プログラムの効果

22001 変更 リハビリテーション学科 吉村　友希
作業療法学生対象の精神障害領域実習自己効力感育成のためのシミュレーション教育開

発

22009 変更・報告 リハビリテーション学科 松原　慶吾
臨床実習後客観的臨床能力試験OSCEの有用性とOSCEで用いるルーブリック成績表の作

成および信頼性の検討

23001 新規・報告 リハビリテーション学科 本田　啓太
スポーツ選手におけるジャンプ着地動作時の安定性指標が足関節外側靭帯損傷リスクに及

ぼす影響：前向きコホート研究

23005 新規 看護学科 甲斐村　美智子 月経周期に関するセルフモニタリングが女子学生に及ぼす影響

23006 新規 リハビリテーション学科 大塚　裕一 失語症者における名詞の多義性に着目した評価・訓練方法の開発

23008 新規 医学検査学科 野中　喜久 尿試験紙法は尿温度の影響を受けるか？

23010 新規 キャリア教育研修センター 飯山　有紀 脳卒中看護認定看護師が実践する緩和ケアの現状とその関連要因

23012 新規・変更 医学検査学科 山本　隆敏 SARS-CoV-2変異ウイルスの疫学解析

23013 新規・変更 リハビリテーション学科 大塚　裕一 医療学生における失語症の理解度に関するアンケート調査

23014 新規 リハビリテーション学科 松尾　崇史
社会的孤立・孤独や心身の健康面に対するコミュニティ・シェッドの効果検証

～非ランダム化比較試験～

23015 新規 リハビリテーション学科 宮本　恵美 嗅覚刺激が唾液分泌及び嚥下反射に及ぼす影響について

23016 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀 放課後等デイサービスにおける言語聴覚士の支援の実態

23017 新規 リハビリテーション学科 山野　克明 作業療法士の認知度とその向上に関する研究

23019 新規 リハビリテーション学科 松尾　朗 就学移行期における言語聴覚士の間接支援の在り方についての検討

23020 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀 語想起課題における想起間隔と想起方略に年齢差はあるのか

23021 新規 看護学科 甲斐村　美智子 熊本豪雨災害が母子のメンタルヘルスに及ぼす中期的影響

23022 新規 リハビリテーション学科 井﨑　基博 ヘッドホンの使用が聴覚に与える影響

23024 新規 看護学科 甲斐村　美智子 幼児の睡眠と環境に関する研究

23025 新規 リハビリテーション学科 土井　篤
下肢血管に対して血行再建術を施行した末梢動脈疾患（PAD：peripheral arterial

disease） 患者における身体機能・ADL 等について検討する観察研究

23026 新規 リハビリテーション学科 飯山　準一 黒川温泉オリジナルバスオイル【nukka】の香りが気分に及ぼす影響

23027 新規 看護学科 松本　佳代
エイジング・イン・プレイスを実現する地域密着型事業所拠点の看取り支援体制の構築

―看取り教育プログラムの実践と効果の検証―

23029 新規
健康・スポーツ教育研究

センター
荒木　栄一

２型糖尿病における経皮的生体メイラード反応後期生成物含有量測定値とCGMによる血

糖変動との関連に関する研究

23030 新規・報告 リハビリテーション学科 久保　高明 市販ホエイがメンタルヘルスにもたらす効果の検討

23031 新規 リハビリテーション学科 爲近　岳夫 3Dプリンタを用いた自助具製作マニュアルの作成

23032 新規 リハビリテーション学科 松尾　崇史 地域在住高齢者の社会的繋がり（人付き合い）とフレイルや生活機能の関連

23033 新規 看護学科 久松　美佐子
視聴覚教材を使用した精神障害をもつ人とのコミュニケーション能力および看護実践能力を

推進するシミュレーション教育による看護学生の学び

23034 新規 リハビリテーション学科 吉田　理恵 熊本市民の口腔ケアに対する認識と口腔保健行動の実態

23037 新規 リハビリテーション学科 久保　高明 eスポーツを利用した高齢者における介護予防効果の実証実験

23038 新規 リハビリテーション学科 山本　良平 運動イメージ能力の違いがフィードバックを用いた練習の運動学習効果に及ぼす影響について
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23039 新規 リハビリテーション学科 松原　慶吾 手指抵抗を用いた舌のレジスタンス運動が舌骨上筋群と唾液分泌に及ぼす効果の検討

23040 新規 リハビリテーション学科 松原　誠仁 軽度高気圧酸素環境への滞在が運動中の酸素摂取量に及ぼす影響

23042 新規 リハビリテーション学科 本田　啓太 ジャンプ着地動作時の動的姿勢制御能力に影響を与える因子の検討

23043 新規 リハビリテーション学科 松原　誠仁 ランニングシューズ選択の相違が走動作のバイオメカニクス的特徴におよぼす影響

23044 新規 看護学科 高島　利 地域在住高齢者の口腔機能維持・向上を目的としたグループ課題の効果に関する研究

23045 新規 リハビリテーション学科 山本　良平
ビブスの色の自己選択が運動学習に及ぼす効果

－バスケットボール関連課題間の転移に着目して－

23046 新規 キャリア教育研修センター 飯山　有紀 高齢者のスキンフレイルに対する薬用入浴液および薬用全身保湿乳液の効果検証

23047 新規 リハビリテーション学科 吉村　友希 作業療法学生の精神障害領域臨床実習自己効力感に関するPAC分析

他機関一括審査に基づく実施許可

― 新規 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 熊本県荒尾市における健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症・うつコホート研究


